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平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

１７

前
年
度
の
当
初
予
算
額
と
比
べ
て
、

３
％
増
の　

億
千　

万
円
が
市
長

３４３

６００

か
ら
提
案
さ
れ
、
２
月
４
日
の
本

会
議
に
お
い
て
議
長
を
除
く
全
議

員
（　

名
）
で
構
成
す
る
予
算
特

２３

別
委
員
会
に
付
託
し
、
２
月　

、
２１

　

、　

、　

、　

日
の
５
日
間
で

２２

２３

２４

２８

審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
、
昨
年
と
同
様
に
再

開
発
事
業
の
関
連
予
算
に
質
疑
が

集
中
し
、
同
委
員
会
で
は
、
市
長

が
提
案
し
た
予
算
案
か
ら
武
蔵
小

金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
、
東
小

金
井
駅
北
口
土
地
区
画
整
理
事
業

関
連
予
算
の
経
費
な
ど
を
削
除
す

る
２
件
の
予
算
組
替
え
動
議
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
２
件
の
予
算
組
替
え
動
議

は
、
そ
れ
ぞ
れ
採
決
の
結
果
、
賛

成
少
数
に
よ
り
否
決
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
市
長
が
提
案
し
た
予
算

案
（
原
案
）
に
つ
い
て
採
決
を
行

い
、
賛
成
少
数
（
賛
成　

・
反
対

１０

　

・
退
席
１
）
で
否
決
し
ま
し
た
。

１１
　

３
月
２
日
の
本
会
議
で
は
、
委

員
会
と
同
様
の
内
容
を
削
除
す
る

修
正
案
及
び
予
算
組
替
え
動
議
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
修
正
案
及
び
予
算
組
替
え

動
議
は
、
と
も
に
採
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
長
が
提
案
し
た

予
算
案
（
原
案
）
の
採
決
を
行
い
、

起
立
採
決
の
結
果
、
可
否
同
数

（
賛
成　

・
反
対　

・
退
席
１
）

１１

１１

と
な
っ
た
た
め
、
議
長
裁
決
に
よ

り
否
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
一
般
会
計

１７

予
算
を
除
く
平
成　

年
度
の
各
補

１６

正
予
算
（
特
別
会
計
含
む
）
６
件
、

平
成　

年
度
の
各
特
別
会
計
予
算

１７

５
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

べ
き
だ
っ
た
と
主
張
し
ま
し
た
が
、

取
り
入
れ
ら
れ
ず
学
校
の
耐
震
補

強
工
事
費
が
一
年
遅
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
暫
定
予
算
に
は
一

小
・
二
小
・
緑
小
の
耐
震
補
強
工

事
費
が
予
算
化
さ
れ
た
こ
と
に
賛

成
で
す
。

　

し
か
し
、
８
月
か
ら
家
庭
ご
み

の
収
入
を
有
料
化
す
る
関
係
経
費

が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は

同
意
で
き
ま
せ
ん
。

納
が
見
込
ま
れ
る
歳
入　

億　

万

２７

５５３

４
千
円
、
昨
年
度
事
業
化
を
見
送

っ
た
小
学
校
３
校
の
耐
震
補
強
工

事
費
な
ど
を
含
む
歳
出　

億
８
千

５７

　

万
６
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

２０９な
お
、
暫
定
予
算
の
執
行
に
際
し
、

歳
入
不
足
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

一
時
借
入
金
等
に
よ
り
対
応
す
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
が
、

１７

３
月
２
日
の
第
１
回
定
例
会
本
会

議
で
否
決
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

市
長
は
３
月
４
日
に
第
１
回
臨
時

会
を
招
集
し
、
５
月
ま
で
の
２
か

月
間
の
暫
定
予
算
を
提
案
し
ま
し

た
。

　

本
会
議
で
は
、
暫
定
予
算
は
新

年
度
開
始
ま
で
に
予
算
が
成
立
し

て
い
な
い
場
合
に
、
行
政
運
営
の

中
断
を
防
ぐ
た
め
の
、
本
予
算
成

立
ま
で
の
つ
な
ぎ
予
算
と
し
て
、

提
案
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
原
則
と
し
て
５
月
ま
で
に
収

賛
成
討
論
（
要
旨
）

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

歳
出
総
額　

億
円
は
、
市
民
一

３４３

人
当
た
り　

万
３
千
円
余
と
な
る
。

３１

　

年
度
に
比
べ
て　

％
ア
ッ
プ
。

１５

１２

土
木
費
が　

％
、民
生
費
が
６
・
７

８０

％
、
教
育
費
が
４
・
６
％
増
と
な

る
。
一
部
に
ま
ち
づ
く
り
が
無
駄

遣
い
と
の
宣
伝
が
あ
る
が
、
全
く

検
討
は
ず
れ
だ
。
駅
前
開
発
は
市

民
の
念
願
で
、
税
収
構
造
を
変
え

て
増
収
を
図
り
、
福
祉
・
教
育
を

充
実
し
て
い
け
る
チ
ャ
ン
ス
だ
。

都
市
計
画
に
基
づ
き
環
境
に
配
慮

し
た
小
金
井
の　

世
紀
の
ま
ち
づ

２１

く
り
を
、
今
こ
そ
市
議
会
が
良
識

を
示
し
て
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

長
引
く
不
況
下
、
暮
ら
し
を
応

援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
大
型
開
発
に
本
格
的
に
突

き
進
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
他
の
自
治
体
に
手
本
を

示
す
ほ
ど
の
ご
み
減
量
・
資
源
化

率
向
上
を
す
す
め
て
い
る
市
民
に

対
し
て
は
、
家
庭
ご
み
有
料
化
を

求
め
る
予
算
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

億
円
で
買
っ
た
市
役
所
建
設

１２０
予
定
地
を　

億
円
で
手
放
し
、
通

４３

常
の
建
設
費
の
２
倍
も
の
市
役
所

を
駅
前
に
計
画
し
、
リ
ー
ス
庁
舎

を
さ
ら
に
す
す
め
る
無
駄
遣
い
の

開
発
予
算
に
は
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

西
岡
真
一
郎
（
改
革
連
合
）

　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
を

推
進
す
る　

億
５
千
万
円
の
予
算

３２

は
重
要
。
市
民
の
悲
願
で
あ
る
街

づ
く
り
に
膨
大
な
時
間
を
費
や
し

た
。
市
民
意
志
、　

％
の
地
権
者

８６

合
意
、
国
・
都
等
の
関
係
機
関
の

支
援
体
制
が
あ
り
な
が
ら
進
ま
な

い
の
は
、
民
意
と
議
会
構
成
に
乖

離
が
あ
る
か
ら
。
こ
の
事
業
は
環

境
配
慮
モ
デ
ル
事
業
で
あ
り
、
適

正
な
財
政
負
担
。
税
収
増
も
見
込

め
る
。
ま
た
市
民
・
議
会
要
望
や

行
財
政
改
革
へ
の
取
組
も
予
算
化

さ
れ
て
い
る
。
大
局
的
見
地
か
ら

可
決
す
べ
き
で
あ
る
。

　

本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多
数
に

よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

環
境
基
金
に
積
み
立
て
る
資
金

は
、
家
庭
ご
み
有
料
化
に
お
け
る

廃
棄
物
処
理
手
数
料
収
入
の
一
部

を
充
て
る
こ
と
と
し
、
そ
の
額
は
、

毎
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予

算
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

委
員
会
で
は
、
昨
年
の　

月
定

１２

例
会
で
可
決
し
た
環
境
基
金
に
関

す
る
決
議
に
つ
い
て
の
質
疑
や
、

既
に
制
定
さ
れ
て
い
る
緑
化
基
金

条
例
と
の
整
合
性
、
積
立
方
法
、

手
数
料
収
入
関
係
の
予
算
提
案
の

時
期
、
基
金
設
置
の
考
え
方
、
新

た
な
ご
み
減
量
施
策
の
見
通
し
等

の
質
疑
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
環
境
基
金
条
例

の
設
置
目
的
を
新
た
な
ご
み
減
量

施
策
の
み
に
必
要
な
資
金
を
積
み

立
て
る
と
い
う
修
正
案
が
３
名
の

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
修
正
案
は
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
し
、
続
い

て
市
長
提
出
の
原
案
に
つ
い
て
採

決
を
行
い
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
家
庭
ご
み
有
料
化
」の
条
例
が

成
立
し
た
こ
と
に
伴
い
、
ご
み
処

理
施
設
の
整
備
、
新
た
な
ご
み
減

量
施
策
及
び
環
境
保
全
事
業
の
充

実
に
必
要
な
基
金
を
積
み
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
環
境
基
金

を
設
置
す
る
た
め
、
平
成　

年
８

１７

月
１
日
施
行
の
予
定
で
市
長
か
ら

提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

青
木
ひ
か
る
（
市
民
の
党
）

　

第
一
に
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口

再
開
発
事
業
の
分
担
金
・
負
担
金

が　

億
５
千
万
円
計
上
さ
れ
て
い

３２
る
。
ト
ー
タ
ル
で
小
金
井
市
は　
９９

億
円
負
担
し
、
そ
の
う
ち　

億
円

６５

を
借
金
に
頼
ろ
う
と
し
て
い
る
の

が
こ
の
再
開
発
事
業
で
あ
り
、
将

来
に
大
き
な
ツ
ケ
を
回
す
こ
と
に

な
る
。
第
二
に
、
東
小
金
井
駅
北

口
区
画
整
理
事
業
の
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
区
画
整
理
は

行
う
必
要
性
が
な
く
、
事
業
を
中

止
し
都
市
計
画
決
定
を
廃
止
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。
よ
っ
て
反

対
す
る
。

　

市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
行
政
運
営
の
簡
素
化

及
び
効
率
化
に
資
す
る
た
め
、
条

例
等
に
基
づ
く
申
請
等
に
関
し
、

情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方

法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

行
政
手
続
条
例
の
情
報
通
信
版

と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
条
文
の

内
容
は
、
行
政
手
続
法
及
び
行
政

手
続
条
例
と
同
じ
構
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。
行
政
手
続
上
で
電
子
申

請
に
対
す
る
条
例
上
の
位
置
付
け

を
図
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
昨
年　

月
の
定

１２

例
会
で
原
案
可
決
し
た
行
政
手
続

条
例
の
一
部
改
正
条
例
と
の
関
連

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
来
は
、
こ
の
情
報
通
信
の
手

続
条
例
も
そ
の
時
点
で
改
正
す
べ

き
で
あ
っ
た
が
、
事
務
手
続
上
、

今
回
の
提
案
と
な
っ
た
と
の
説
明

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当

分
の
支
払
に
関
し
、
小
金
井
市
施

設
サ
ー
ビ
ス
公
社
（
以
下
「
公
社
」

と
い
う
。）
と
和
解
す
る
た
め
、
地

方
自
治
法
第　

条
第
１
項
第　

号

９６

１２

の
規
定
に
よ
り
、
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

公
社
は
、
市
か
ら
収
入
し
た
委

託
料
か
ら
栗
山
公
園
健
康
運
動
セ

ン
タ
ー
等
の
管
理
委
託
業
務
に
係

る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
納

付
し
た
上
で
、
残
金
を
市
に
返
還

す
べ
き
で
し
た
が
、
納
付
せ
ず
に

返
納
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
係
る
委

託
料
の
追
加
交
付
が
公
社
か
ら
市

に
請
求
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
支
払

に
つ
い
て
和
解
す
る
も
の
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
子
育
て
支
援
の
充

実
を
図
る
た
め
、
現
行
の
１
歳
未

満
の
乳
幼
児
を
養
育
し
て
い
る
者

に
係
る
所
得
制
限
の
適
用
除
外
規

定
を
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
養
育

し
て
い
る
者
に
引
き
上
げ
る
改
正

で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成　

年　

月

１７

１０

１
日
か
ら
、
乳
幼
児
の
う
ち
、
３

歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
月

末
ま
で
の
者
に
か
か
る
医
療
費
は
、

養
育
し
て
い
る
者
の
所
得
に
関
係

な
く
市
が
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

審
査
を
し
た
厚
生
文
教
委
員
会

で
は
、
Ｐ
Ｒ
の
方
法
、
市
独
自
の

経
費
や
予
算
の
あ
り
方
等
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

鈴
木
洋
子
（
公
明
党
）

　

こ
の
条
例
改
正
は
従
来
の
乳
幼

児
医
療
費
の
助
成
の
枠
を
拡
大
し

て
１
歳
を
３
歳
に
改
め
る
と
い
う

内
容
で
す
。
今
、
日
本
は
少
子
社

会
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
ず
に
、

望
む
人
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
ら
れ
る
環
境
整
備
が
急
が

れ
て
い
ま
す
。
子
育
て
の
負
担
の

理
由
は
、
経
済
的
な
こ
と
、
仕
事

と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
い

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
望
む
こ
と
と
し
て
、

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
は
高
い

ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
今
回
の
条
例
改

正
は
適
切
だ
と
評
価
し
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

伊
藤
隆
文
（
自
民
党
小
金
井
）

　

当
市
の
一
般
会
計
予
算
が
昨
年

度
３
回
も
否
決
で
市
民
生
活
に
大

影
響
。
今
年
度
は
可
決
し
な
い
と

街
づ
く
り
が
不
可
能
に
な
り
、
地

方
分
権
時
代
に
取
り
残
さ
れ
る
。

南
口
街
づ
く
り
に
約　

億
円
で
、

３２

国
と
都
が　

億
円
補
助
。
中
央
線

１５

高
架
事
業
に
は
約　

億
円
で
都
市

１０

基
盤
整
備
は
絶
対
必
要
。
小
中
学

校
の
耐
震
補
強
は
延
伸
で
き
な
い
。

コ
コ
バ
ス
が
南
側
も
走
る
。
乳
幼

児
医
療
の
無
料
枠
拡
大
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設
等

市
民
生
活
を
最
優
先
に
編
成
さ
れ

市
民
納
得
の
予
算
で
賛
成
す
る
。

乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信

の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
分
の

支
払
に
関
し
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

賛
成
討
論
（
要
旨
）

井
上
忠
男
（
日
本
共
産
党
）

　

議
員
生
活
最
後
の
討
論
を
日
本

共
産
党
を
代
表
し
て
行
い
ま
す
。

　

昨
年
の
暫
定
予
算
の
時
も
全
体

が
賛
成
し
て
い
る
事
業
費
は
組
む

平

成　

年

度

一

般

会

計

予

算

１７

審
議
し
た
主
な
議
案

環
境
基
金
条
例

が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成　

年
度

１７

一
般
会
計
暫
定
予
算


